
 

 新しい年、気軽に《書 道》始めてみませんか？  
 

      ◎書道教室『筆子屋』２０１５年１１月 OPEN しました！ ◎小学生～ご高齢の方まで初心者歓迎 

      ◎月謝：小・中学生 3,000 円 高校生以上 4,000 円 ◎稽古日＝毎週火・水・木・土曜日 
 

TEL&FAX ０４６-８９７-５４１６ ✉ fudekoya@jcom.zaq.ne.jp  
書道教室『筆子屋(ふでこや)』 坂本町２-１１ 阿部方（坂本隧道手前） 

新規 

生徒さん 

受付中! 
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新年の年頭にあたって 
坂本連合町内会  稲垣 和生 

 

 

  坂本の皆さん、新年明けましてお目出度う御座います。 

 昨年は、坂本連合町内会として幾つかの取り組を行なってきました。 

 坂本に新たな取り組みをスタートさせました「震災時の避難所運営委員会」を 

 発足し、勉強会を重ね、「震災時の避難運営訓練」を２回に分けて実施する 

 ことができました。 

 また、「地域運営委員会」についても、実質的な活動に取り組んできました。 

 本年は、実践的な取り組みとして、より具体的な活動を目指し、活力ある坂本に 

していきたいと考えています。 

  そして、坂本の町から「犯罪のない町」「被害にあわない町」を目指して、 

 皆さんと共に情報交換しながら、「明るい町づくり」に取り組んでいける一年で 

 ありたいと思っています。 

 特に、「子供」を地域で見守る時代になってきていますし、「高齢者」もまた地域 

で見守る時代になってきます。 

  この一年、坂本の皆さんにも、坂本連合町内会を軸に、ご理解とご協力をいた 

だきながら取り組んでいきますので、本年もよろしくお願い申しあげます。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年 １月 ３１日（日） 

11 月 29日 第２回 避難所運営訓練を実施しました 

 

 

 

午前 10 時 桜小学校校庭に集合 運営訓練として避難所運営委員会の設置までをシュミレーショ

ンした後、担架の使用方法 簡易トイレの使い方 発電機の使い方の指導を受けました。 



             県下一斉特別警戒に協力 

年末年始特別警戒の一環として毎年行なわれている、神奈川県警の県下一斉特別警戒に 

坂本連合町内会の防犯パトロール隊が参加しました。 

  

 

 

 

 
 
 
 
 不安定な世情が続いています。しかも歳末の慌ただしさから、気もそぞろになり勝ちです。 

気を引き締めて、年末・年始を乗り切り、希望溢れ・輝く新年を迎えましょう！  
 
１）おれおれ詐欺：相変わらず被害が多発しています。 
 

 ２）新手の振込詐欺（マイカード詐欺、投資詐欺、修理詐欺――――など） 
   世の中の儲かる話には、裏があります。うまい話には、気をつけましょう。 
 
 ３）事件・事故 
  ａ ひったくり ： 明るい道を歩きましょう  荷物は道路の反対側に持ちましょう 
  ｂ 交通事故（飲酒運転撲滅、横断歩道、無灯火自転車・黄昏時の事故――）撲滅 
 
 ４）盗難事件 
   ・自転車・オートバイ盗難事件が相変わらず続いています。（鍵を２カ所に） 
 
５）冬でも「わいせつ事件」が多発しています。 
  ・夜の１人歩き危険です ・下校時はできるだけ２人以上で帰りましょう 
  
 
 
 
                   

 

広報さかもと 2016 年 1 月号 Ｖｏｌ－61 

①  

「縁起もの」として親しまれている動物たち 

今回は、“縁起もの”として親しまれている動物たちの縁起や由来についてです。 

蛇（へび） 
蛇は古来より、洋の東西を問わず神聖な存在とされてきました。蛇神の信仰は、日本と同じように自然を崇拝する

多神教の国々や地域（アニミズム文化）にみられます。 

蛇は、鼠(ﾈｽﾞﾐ)や虫などを食べて農作物を守ってくれることから【豊穣の神】として。うねるように移動する姿か

ら、川の流れを司る【水神】として。“とぐろ”を巻く姿から、螺旋（らせん）の力をもつ【大地母神】として信仰

されていました。また、脱皮を繰り返しながら成長する様子は､“死と再生”や“新生と繁栄”の象徴とされ、閉じ

ない眼（まぶたが無いので閉じられない）は、“永遠に輝く太陽”の象徴とされ【太陽信仰】と結びつきました。 

日本には、“ヤマカガシ”という蛇がいますが“カガ”とは、日本の古語で“蛇”のことです。 

神殿に据えられている“鏡（かがみ）”は“蛇(ｶｶﾞ)目(ﾒ→ﾐ)”を表し、太陽に見立てられています。お正月にお供え

する“鏡餅（かがみもち）”も本来は“蛇（かが）身（み）餅（もち）”で、とぐろを巻く蛇を模したものです。注

連縄（しめなわ）は、蛇の交合を擬したもので、子孫繁栄の願いがこめられています。 

縁結びの神様として有名な、出雲大社のオオクニヌシノミコトも本来は蛇神であるため、社殿には巨大な注連縄（長

さ 13m･円周9m･重さ5ｔ）が張られています。ミコトの和御魂である三輪山・大神神社のオオモノヌシが蛇に変化

する噺が、今昔物語「三輪山伝説」に記されています。 

八咫烏（やたがらす） 
古事記や日本書紀に登場する三本の足を持つ烏（からす）で、神武天皇を大和の橿原まで案内したとされており【導

きの神】として信仰されています。太陽（光）の化身でもあり、それぞれの足は“天（天神地祗）”と“地（自然

環境）”と“人”が、太陽の下１つであるという理を表します。 

闇に差す希望の光として進むべき道を示し勝利に導く力をもつといわれています。 

梟（ふくろう） 
日本では昔から、“不苦労（苦難を逃れる）”“福来朗（福が訪れる）”“富来老（豊かに年を取る）”などの吉祥字が

充てられ、幸福を招く縁起のよい鳥として大切にしてきました。 

暗闇でも目が利き周囲を見渡せることから、幸運を見逃さず・邪悪なものを退ける招福・魔除けの象徴として、日

本のみならず多くの国々で親しまれています。 

犬（いぬ） 
犬は多産でありながらお産が軽いことから、“安産の守護神”として、また悪鬼を祓い子供を守る“子守り神”とし

て信仰されていました。平安時代より、“犬張り子”を産室に飾る風習が生まれ、江戸時代に現在の様な４本足で立

った姿となりました。張子を竹カゴに入れるのは､“竹”に“犬”で“笑う”という字になることから「笑顔で元気

に育ちますように」との願いがこめられています。 

招き猫（まねきねこ） 
猫は、蚕や作物を食べる鼠を駆除することから、猫の絵や置き物は“鼠除け”のお守りでした。   

手招く姿になったのは江戸時代で、後に稲荷信仰と習合し商売繁盛の縁起物となりました。 

彦根第二藩主･井伊直孝が豪徳寺の木の下で雨宿りをしていたところ､一匹の三毛猫が手招きをします。直孝がその猫に近

づいたところ、雨宿りをしていた木に雷が落ち、難を逃れました。猫に感謝した直孝は、荒れていた豪徳寺を再建し井

伊家菩提寺としました。猫が亡くなると、菩提を弔うために招猫堂が建てられ、手招く姿をかたどった招福猫児（まね

ぎねこ）が作られるようになりました。【豪徳寺説】 

 

希望あふれるお正月（新年）を迎えましょう！ 

事件・事故・災害に遭わないよう、年末・年始を乗り切りましょう。 

連合町内会 防犯部会 

命・身を守るのは、１人ひとりが基本です。その上で家族・ご近
所の絆を深めて、明るく元気な・住良い坂本の町にしましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          家族葬ホール  /  保冷安置室完備 

㈲  横 須 賀 博 善 社  
坂本中央プリエールホール 

坂本町６-１６（中央斎場入口） 
   ２４時間受付フリーダイヤル ０１２０-６０-２０８９ 

TEL ８２２－２０８９ FAX ８２２－２６２５ 

http://www.yokosukahakuzensha.jp/ 
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代表 秋本利晴 
携帯 080-5465-9324 

080*5465*9324 


